












平成 23 年度第 2 回「学びのひろば」アンケート（教員用） 

 

 

①第 2 回「学びのひ

ろば」お互いを知

る～YNU をこん

な風にしていきた

い～ 

についての感想 

・お互いに知るということは、とても大切なことだと思います。職

員の皆さんの話を聞いていて、まだまだお互いに知らないことが

多いと感じました。それに対して、今回の企画はよい機会を与え

てくれました。 

・多くの参加者がいたことに少々驚いています。ＦＤシンポジウム

のように、教員の会合ではこれだけ多くの人を集めることはでき

ません。職員の方が大学を改善しようとする意識が高いのではな

いでしょうか。 

②職員へのメッセー

ジ 

・不合理な規則と我儘な教員との板挟みにあって、大変だと思いま

す。生の声を聞くと「この規則、おかしいんじゃない」と思いつ

つ、教員に依頼することがあるということ分かりました。教員も

同じように思っていますので、対立ではなく、仲間意識が育ちそ

うに気がします。お互いに何を考えているかが伝わるようにした

いです。 

③今後の「学びのひ

ろば」への要望 

・協働で何かモノを作ることができればいいかなと思います。例え

ば、学内教職員向けの職場の紹介ビデオとか、高校生向けの大学

事務のキャッチコピーとかです。モノを作るという目標があれば、

実際に作らないモノであっても、議論が盛り上がるのではと思い

ます。 

・学生の意見も取り入れたいです。職員-教員-学生の三者が有機的

につながれば、理想の大学ができるのではないでしょうか。 
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①第 2 回「学びの

ひろば」お互い

を知る～YNU

をこんな風にし

ていきたい～ 

についての感想 

普段接することのない、（教務課以外の）職員の方々と率直な意見交

換ができたことはとても貴重な体験でした。ただ、（グループディス

カッションでも申し上げましたが）、個人的に職員と教員の間に「格

差」（＝教員が上、職員が下）があるように感じられ、正直、違和感

を覚えました。その一例が、当日配布された名簿です。教員の名前が

筆頭にきており、次いで職員の方々の名前であったと思います。今回

は教員がゲストのような立場だったからなのかも知れませんが、この

「学びのひろば」は職員の方がメインで行われているものだと思いま

すし、「教職協働」や「パートナーシップ」を謳っていくのであれば、

教員と職員に「区別」はあっても「差別」はないような文化を創って

いくことが大事なのではないか、と思いました。 

②職員へのメッセ

ージ 

私は、立場上、全学的な教学改革に携わっていますが、もっともっと

多くの部署の職員の方々と意見交換をし、一緒に楽しく改革ができれ

ばと思っています。 

③今後の「学びの

ひろば」への要

望 

・ グループディスカッションで話をする中で、本学には職員も教員

も「若手」がやる気をなくしてしまうような雰囲気はないだろう

か、と思いました。①でも書いたように、今後職員と教員との間

の垣根を低くする／無くすことが大切だと思いますが、長く染み

付いた文化というものもありますし、すぐに変革するのは難しい

と思います。ただ、若い人たちからそのような文化を変えていく

ことはできるのではないかと考えます。その意味で、若手職員と

教員を対象にした交流の場としての「学びのひろば」を開催され

るのはどうかと思っています。もちろん、“先人の智慧”も大切

ですので、若手教職員のグループに 1～2 人、熟年教職員が入り、

アドヴァイスしてもらったり、若手の意見に耳を傾けてもらう、

ということがあっても良いかも知れません。 

・ グループディスカッションの席でもお伝えしましたが、愛媛大学

は職員と教員の間の垣根が低く、和気あいあいと仕事をしている

印象があります。また、愛媛大学が中心となって「四国地区大学

教職員能力開発ネットワーク（SPOD）」という組織もあるほどで

す。その愛媛大学から講師を呼んでお話を伺う、という機会があ

っても良いかも知れません。 
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